
▲水と緑の通学路（二ヶ村緑道）

　

本
予
算
の
総
額
は
、
１
０
１
５
億
５
３
８
５
万
９
千
円
で
、

前
年
に
対
し
１
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
勝
舟
投
票
券
発
売
収
入
で
、
１
日
平

均
５
億
３
１
８
７
万
円
の
売
上
げ
と
、
そ
の
他
、
諸
収
入
と
し

て
、
場
外
発
売
分
の
売
上
げ
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
事
業
開
催
に
伴
う
運
営
経
費
の
ほ
か
、

一
般
会
計
へ
の
繰
出
金
、
競
走
事
業
運
営
調
整
基
金
積
立
金
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、
日
本
船
舶
振
興
会
な
ど
へ
支
払
う
交
付
金

は
、
引
き
続
き
、
引
き
下
げ
を
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、
一
般

会
計
へ
の
繰
出
金
は
５
億
円
で
、
運
営
調
整
基
金
積
立
金
は
３

億
円
を
見
込
ん
で
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
関
係
者
の
努
力
を
評
価
し
、
今
後
も
、
財
源
確

保
に
努
め
る
こ
と
を
要
望
し
賛
成
す
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
以
前
よ
り
、
全
国
展
開
す
る
競
走
事
業
の
や
り
方
に

は
疑
問
が
あ
る
の
で
反
対
す
る
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
介
護
保
険
料
の
見
直
し
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の

　

こ
の
改
正
は
、
府
中
市
第
２
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
年
額
保
険
料
を
改
定
す
る
こ
と
と
、

現
行
、
５
段
階
で
実
施
し
て
い
る
所
得
段
階
区
分
を
、
新
た
に

６
段
階
に
設
定
す
る
こ
と
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、
保
険
料
の
基
準
額
を
３
３
０
０
円
︵
第
３

段
階
月
額
︶
に
設
定
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
６
段
階
に
設
定
し
た
こ
と
は
、
所
得
の
低
い
方

へ
の
配
慮
と
し
て
評
価
す
る
な
ど
の
賛
成
意
見
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
特
別
給
付
の
お
む
つ
に
つ
い
て
は
、
今
計
画
か
ら
は
外
し
、

引
き
続
き
一
般
施
策
よ
り
継
続
を
お
願
い
す
る
な
ど
の
賛
成
意

見
が
あ
っ
た
。
一
方
、
基
金
は
総
額
を
取
り
崩
し
、
現
状
の
保

険
料
に
据
え
置
く
べ
き
で
あ
る
な
ど
の
反
対
意
見
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
市
民
の
生
涯
学
習
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
府
中
市
教
育
委
員
会
の
附
属
機
関
と
し
て
、
府
中
市
生

涯
学
習
審
議
会
を
置
く
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

　

こ
の
条
例
は
、
従
来
の
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
、
府
中
市
社

会
教
育
委
員
の
会
議
、
府
中
市
公
民
館
運
営
審
議
会
を
廃
止
し
、

こ
れ
ら
の
委
員
会
の
機
能
を
統
合
し
た
審
議
会
を
設
置
し
、
幅

広
く
生
涯
学
習
振
興
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
制
定
す
る
も
の

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、
委
員
の
選
考
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
識
経
験
者

の
ほ
か
、
家
庭
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
新
し
い
分
野
も
視

野
に
入
れ
選
考
し
た
い
。
ま
た
、
市
民
の
意
見
を
聞
く
機
会
が

減
る
と
の
懸
念
に
は
、
活
動
す
る
各
グ
ル
ー
プ
へ
市
か
ら
出
向

く
こ
と
に
よ
り
、
連
絡
調
整
を
図
り
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
選
考
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
経
験
豊
富
な
人
選

を
要
望
す
る
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
市
立
公
園
の
新
設
及
び
廃
止
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

　

新
た
に
設
置
す
る
公
園
は
、
若
松
町
４
丁
目
の
﹁
上
ノ
関
遊

園
地
﹂
で
、
開
発
行
為
に
伴
い
事
業
者
か
ら
寄
付
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
。
更
に
、
四
谷
か
ら
押
立
町
の
﹁
府
中
多
摩
川
か
ぜ

の
み
ち
﹂
は
、
管
理
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
国
土
交
通
省
と

協
議
し
了
承
を
得
て
、
新
設
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。

　

な
お
、
廃
止
す
る
公
園
は
、
清
水
が
丘
２
丁
目
の
﹁
清
水
が

丘
広
場
﹂で
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

質
疑
に
対
し
て
、
﹁
府
中
多
摩
川
か
ぜ
の
み
ち
﹂
は
市
民
に
と

っ
て
、
大
き
く
変
化
は
な
い
が
、
映
画
撮
影
等
の
場
合
に
は
、

使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、
新
設
公
園
は
近
隣
住
民
の
要
望
を
聞
い
て
対
応

し
て
も
ら
い
た
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

第
７
号
議
案

府
中
市
立
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
19
号
議
案

平
成
15
年
度
府
中
市
競
走
事
業
特
別
会
計
予
算

総

務

委

員

会

第
５
号
議
案

府
中
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

厚

生

委

員

会

建
設
環
境
委
員
会

隆　

ミ
ワ
子

議
員　

毎

年
、
新
年

度
を
前
に

す
る
と
、

通
学
区
域

内
の
指
定

校
に
通
う

か
ど
う
か

で
、
悩
ま

れ
て
い
る

児
童
・
生

徒
、
保
護
者
が
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

通
学
区
域
制
度
の
運
用
は
、
そ
の
児
童
や
生

徒
に
と
っ
て
最
も
良
い
環
境
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
隣
接
す
る
通
学
区
域
の
弾
力
的
対
応

が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
通
学
区
域
全
体
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

指
定
校
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
審
査
基
準
に
基
づ
い
て
、
保
護
者
の
意

向
に
配
慮
し
、
児
童
や
生
徒
に
と
っ
て
、
よ
り

良
い
教
育
環
境
に
な
る
よ
う
弾
力
的
に
対
応
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
通
学
区
域
は
、
長
い
歴
史
を

経
て
地
域
に
定
着
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
見
直

し
に
当
た
っ
て
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
理

解
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
﹁
子
育
て
相
談
室
﹂
事
業
の
さ
ら
な

る
充
実
と
３
︱
４
か
月
検
診
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ア

ン
ケ
ー
ト
︵
エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う
つ
病
自
己
評
価
票
︶

の
導
入
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

府
中
市
生
涯
学
習
審
議
会
条
例

文
教
経
済
委
員
会

　

調
布
基
地
跡
地
の
誘
致
病
院
の
建
設
状
況
は
、
２
月
末

現
在
、
進
ち
ょ
く
率
60
％
で
あ
る
。
今
後
、
建
物
内
部
、

施
設
整
備
、
駐
車
場
な
ど
の
外
構
工
事
を
行
い
、
本
年
９

月
に
完
成
、
12
月
に
開
院
の
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
病
院
内
に
停
留
所
を
設
け
、
バ
ス
の
乗
り
入
れ

を
予
定
し
て
い
る
。
府
中
駅
を
発
着
点
と
す
る
ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
既
存
路
線
の
変
更
も
考
え
て
い
る
が
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の
関
連
も
検
討
し
た
い
。

　

次
に
、
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
国
立
医
薬
品
食
品
衛

生
研
究
所
の
移
転
状
況
は
、
新
た
な
進
展
は
な
い
も
の
の
、

用
途
地
域
変
更
や
建
物
の
建
築
期
間
を
考
え
る
と
、
平
成

15
年
度
に
は
、
移
転
の
位
置
が
決
定
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

府
中
駅
南
口
Ａ
地
区
の
状
況
は
、
１
月
、
準
備
組
合
の

設
立
に
関
し
て
、
運
営
委
員
会
と
総
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

今
後
、
会
員
の
合
意
形
成
を
図
り
、
平
成
15
年
度
前
半

を
目
標
に
、
準
備
組
合
を
設
立
す
る
。

　

次
に
、
府
中
駅
南
口
第
三
地
区
の
現
況
は
、
掘
削
工
事

が
５
月
に
完
了
す
る
予
定
で
、
そ
の
後
、
住
宅
棟
、
商
業

棟
の
基
礎
工
事
が
行
わ
れ
、
平
成
17
年
２
月
の
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
子
育
て
支
援
中
核
施
設
は
、

各
エ
リ
ア
の
具
体
的
な
整
備
計
画
が
ま
と
ま
り
、
今
後
、

保
留
床
購
入
契
約
を
10
月
に
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

テ
ナ
ン
ト
募
集
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
募
集
要
項
や
出

店
申
込
書
を
作
成
し
準
備
し
て
い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

　

南
武
線
新
駅
設
置
の
状
況
は
、
昨
年
、
組
合
設
立
認
可

申
請
に
伴
う
事
業
計
画
案
の
縦
覧
に
対
し
、
意
見
書
が
都

へ
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
見
書
に
対
し
、
都
か
ら
の

照
会
を
受
け
回
答
し
て
い
る
。

　

都
は
、
審
査
の
結
果
、
不
採
択
の
決
定
を
し
て
お
り
、

今
後
、
組
合
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
３
月
12
日
の
設
立

認
可
、
そ
の
後
、
総
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

委
員
か
ら
、
意
見
書
が
不
採
択
に
な
っ
て
も
、
引
き
続

き
、
話
合
い
は
続
け
、
積
極
的
に
意
見
を
く
み
上
げ
、
適

切
、
丁
寧
な
対
応
を
要
望
す
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
八
王
子
支
社
へ
、
事
業
の
進
ち
ょ

く
状
況
を
説
明
し
、
新
駅
設
置
に
向
け
た
、
今
後
の
協
議

の
進
め
方
に
つ
い
て
話
合
い
が
行
わ
れ
た
な
ど
の
報
告
が

あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

鉄
道
対
策
特
別
委
員
会

再
開
発
対
策
特
別
委
員
会

基
地
対
策
特
別
委
員
会

他

常任委員会からの審査報告常任委員会からの審査報告

隣接している通学区域

　　弾 力 的 な 運 用 は

保護者の意向に配慮し

より良い教育環境に努める
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